
“どうする空き家！” 

高齢者共同住宅へのリノベーション 

星 榮 一 

  高齢者の一人暮らしは、家族にとっても、ご本人にとっても何かと心配である。 

健康状態はどうか？買い物は出来ているだろうか？食事はきちんと食べているだろう

か？火の始末は大丈夫だろうか？詐欺事件に会わないだろうか？等々と心にかけるこ

とが多い。その点、共同住宅に入居して日常生活を見守っていただけたならば、家族

も本人も安心である。そこで、空き家の高齢者共同住宅へのリノベーションについて

考えてみました。 

１ 高齢者共同住宅（シエアハウス）の種類 

  平成２３年に制定された「高齢者の住居の安定確保に関する法律」に基づいた

「サービス付き高齢者住宅」（サ高住）がある。また、サ高住に準じるが最期の看取

りまで行ってくれる「ホスピス型住宅」もある。サ高住は有料老人ホームより自由度

が高く、自由に外出もできる。 

２ サービス付き高齢者住宅（サ高住）の登録義務 



  サ高住は「高齢者の住居の安定確保に関する法律」に基づいて、都道府県の住宅

担当部署に登録しなければなりませんが、合わせて「サ高住情報提供システム」とい

う国のオンラインシステムにも申請が必要です。 

因みに、⾧岡市には約２０施設が登録されています。 

  登録要件としては、建物の構造、設備やサービス内容が基準を満たしている必要

があります。 

 a  バリアフリーであること。 

 b  個室はバス、トイレ、台所付きで、25 ㎡であること。ただし、共同の食堂、調

理室、集会所、共同浴場等があれば１８㎡以上あれば良い。    

 c  ケアー専門家が少なくとも日中常駐して、安否確認、生活相談などに応じる事。 

  d  有料で食事サービス、入浴、家事などの生活サービスの提供。 

  e  入居は個室の賃貸契約で、生涯住居できる。 

３ サ高住の入居条件 

  a  60 歳以上で要介護度が低く、自立して生活ができること。 

 b  常時医療行為が不必要であること。 



  ｃ 軽度、中程度の認知症でもＯＫ 

  d   家賃、管理費等を支払えること。多くの場合、保証人が必要  

  e   夫婦での入居も OK 

４ サ高住にリノベーション出来る空き家 

 a  サ高住にリノベーションできる空き家の条件 

   個室が２０～５０室確保できることが必要で、食堂や調理室、集会室（談話

室）、共同浴場、事務室、倉庫などが確保できることが必要である。 

エレベーターは３階以上の大きな建物であれば、必要である。  

b  上記条件を満たす空き家としては、ある程度大きな建物が必要である。 

   例えば、廃業したホテル、小規模なビル、大きなビルではその内の数階（４，５

階とか）を利用する。また。廃校になった学校。１棟まるごと空き家となった公

営住宅や大規模な民間アパートなどが対象となると考える。 

   地理的には、交通が不便な山の中でも、近くに商店が無くても問題は無い。 

５ サ高住整備事業への補助金制度 



    国はサ高住整備事業に補助金を出している。補助内容は、新築では建設費の

１0 分の１，改修の場合には３分の１でかなり高額である。新築では１部屋当た

り７０万円～１３５万円、改修の場合には１部屋当たり最大１９５万円の補助と

なる。３０部屋のサ高住であれば、数千万円レベルの補助金となる。また、都道

府県・市の補助金も建設費の１５～２０％の補助がある所もある。補助金申請に

当たっては、都道府県および市町村への意見の聴取が必要である。 。 

６ サ高住にリノベーションする上での問題点 

    まず、適当な空き家があること。次に、その空き家をバリアフリー化するこ

とですが、一番問題になるのはエレベーターの設置です。二階建てであればエレ

ベーターの設置は必要条件ではありません。 

    また、派生する問題として、サ高住に入居した人が住んでいた住宅が空き家

になる可能性があることです。 

７  まとめ 

    高齢者の一人暮しは何かと心配であるが、サ高住に住み見守っていただけれ

ば、家族も本人にとっても安心である。 



    サ高住にリノベーション出来る空き家は限られているが、各種補助金などを

活用してリノベーションすれば、有利に改造できる。   
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